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 １０円玉は銅がしゆせいぶん、１円玉はアルミニウムでできています。これら銅とアルミニウムは水に

とけると「イオン」とよばれる電気をおびた小さなつぶになります。２しゆるいの「イオン」にはイオ

ンになりやすいものと、なりにくいものがあり、このちがいにより電気が生まれるのです。 
 今回は、「はっこうダイオード」をつかって、ほんとうに電気がうまれたのか、「はっこうダイオード」

は光るのか、たしかめてみましょう。 
 
＜用意するもの＞ 
１０円玉７まい、１円玉７まい、紙（水がしみこみやすいもの、こんかいは「ろ紙」を用意）、食塩水、

ピンセット、はっこうダイオード 
 
＜つくりかた＞ 
① 紙を１円玉の大きさにきる。 
 これを７まいつくる。 
 
② ①でつくったかみを、食塩水に入れる。 
 （食塩水はこいほうがいいよ！） 
 
③ ②の食塩水がしみこんだ紙を、ピンセット 
 でとり。１０円玉にのせる。 
 
④ さらに１円玉をのせる。 
 これで、電池が１こできました。（右図） 
 
⑤ このような、電池をぜんぶで７こつくり 
 ましょう！ 
 
⑥ ７つの電池を、右図のようにかさねてみ 
 ましょう！これで、とてもきょうりょくな 
 電池になりました。 
 
⑦ このたくさんつながっている電池を、 
 はっこうダイオードからでている２本の線 
 ではさんでみると？？？ 
（ちゅうい！）はっこうダイオードからでている 
 ２本の線のうち、長いほうを１０円玉につなげ 
 るよ！ 
 
⑧ はっこうダイオードがあかく光ります。 
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